
夏休み時期における各種事故防止！ 

 今年の夏も一段と厳しい暑さが予想されます。炎天下での作業や 

運動のほか、室内でも熱中症の危険が潜んでいます。 

☀こまめに水分・塩分補給 

☀エアコン・扇風機の有効活用 

☀暑く感じたら涼しいところへ 

 空き家や自転車を狙った泥棒が増えています。 

 不審者や不審車両を見かけたら通報をお願いします。 

 

 夏はプールや川遊びの機会が増え、水難

事故が多発します。 

 ★ 飲酒後の遊泳中におぼれる 

 ★ 親が目を離した際に子供が溺れる 

 細心の注意を払い楽しく水遊びをしましょう。 

 

 

 

 

 

 

川越警察署管内死亡事故件数（７月１５日現在） 

 ５件（概数）【安全運転に努めましょう！】 

川越警察署振り込め詐欺(７月１５日現在） 

発生件数 ５１件  

被害総額 １４,１４８万円 

          ～ 川越警察署調べ ～ 

令和７年８月号 

 

 

  

小学生や中学生等の学生達が夏休みの時期になりました。夏休みの時期になると、

外出先における盗難事案や交通事故等、子どもたちが様々な事故に巻きこまれる可

能性が高くなりますので、親御様は、より一層の事故防止を子どもたちへ呼びかけ

ていただくようお願いします。 

 また、この時期は児童虐待事案の認知が増加傾向にあります 

 児童虐待とは、本来、児童を守るべき保護者が、児童の身体や心を傷つけ、その

健やかな成長や人格の形成に深刻な影響を与えてしまう重大な行為です。「児童虐

待の防止等に関する法律」では、児童虐待を受けたと思われる児童を発見した人は、

速やかに市区町村、福祉事務所又は児童相談所に通告（連絡）をしなければならな

いと定められています。警察でも、児童虐待の早期発見と児童の早期保護に努めて

いるので、「今、まさに虐待されているようだ」といった緊急の場合は、110番通報

をお願いします。 

  

 

 ★身体的虐待・・・蹴る、殴る、投げ飛ばす、激しく揺さぶる等 

 ★性的虐待・・・児童への性的行為、性的行為を見せる等 

 ★ネグレクト・・・家に閉じ込める、食事を与えない等 

 ★心理的虐待・・・言葉による脅し、無視、子供がいる家庭で 

             行われた夫婦間暴力等 

熱中症に注意！  

 

児童虐待の種類  

 

川越署事件簿  

 

川や海の水難事故防止  

 


